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◆開 催 日
平成23年10月６日�午後２時から

◆開催場所
大会会場 パシフィコ横浜
◆参 加 者
約3,300名

◆大会概要
第１部 記念講演 (午後２時～同３時10分)
[演 題] ｢日本の歩むべき道｣
[講 師] 元 内閣総理大臣 小 泉 純一郎 氏
第２部 式 典 (午後３時30分～同５時00分)
第３部 懇 親 会 (午後５時30分～同６時30分)

10月６日､ 第28回 ｢法人会全国大会｣ 神奈川大会が横浜市の ｢パシフィコ横浜｣ に全国から約3,300
名が参加し､ 盛大に開催されました｡ 当会からも�尾会長他２名が参加｡
東日本大震災後､ 初めての全国大会となり､ 大会宣言で ｢法人会は今後も組織､ 個人が一体となった

救援活動を行う｣ と強くアピールした｡
第１部として､ 小泉純一郎元首相が ｢日本の歩むべき道｣ と題して記念講演を行った｡ 第２部では､

神奈川県連の竹村泰長会長の開会の辞､ 大橋光夫全法連会長の主催者あいさつのあと､ 国税庁の川北力
長官､ 続いて地元の黒岩神奈川県知事､ 林文子横浜市長が来賓のあいさつを行った｡
この後､ 金田達明税制・税務委員長が ｢平成24年度税制改正提言｣ について報告を行い､ 震災復興財

源について ｢負担を将来世代に先送りしないために､ まず国・地方が歳出の見直しと無駄の削減を断行
し､ その上で臨時的な負担を求めるべきだ｣ と述べた｡ また中小企業の活性化と､ 努力したものが報わ
れる税制を確立すべきとの観点から､ 法人税率の引き下げ､ 事業承継税制の確立を求めた｡������ ��������������
Ⅰ 社会保障と税の一体改革
１. 社会保障制度に対する基本的考え方�財政赤字を加えた潜在的国民負担率は､ 将来にわた
り50％程度にとどめるべきである｡ そのためには
｢自助｣ と ｢公助｣ の役割分担や､ 給付の効率化も
極めて重要になる｡�社会保障の安定財源としては､ 政府の一体改革案が
示したように消費一般に広く公平に負担を求め､ か
つ税収が景気に左右されにくい消費税が適しており､
その税率の段階的引き上げはやむを得ないと考える｡

但し､ 国民に負担増を求めるためには､ 行財政改革
のさらなる徹底は不可欠であり､ かつ景気への十分
な配慮がされるなど国民各層の合意を得るための努
力が必要であることは言うまでもない｡�企業への過度な保険料負担を抑え､ 経済成長を阻害
しないような社会保障制度の確立が求められる｡

２. 財政健全化に向けて�財政運営戦略にある健全化目標を着実に達成すべき｡�国債の信認確保は極めて重要｡
３. 行財政改革の徹底
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�国・地方における議員定数の削減､ 歳費の抑制�国・地方公務員の人員削減､ 人件費の抑制�特別会計と独立行政法人の見直しによる無駄の削減�民間活力を阻害する各種規制は大胆に改廃し､ 民間
にできることは民間に任せ成長につなげる

４. 税制の抜本的改革のあり方
所得､ 消費､ 資産の課税バランスを図ると同時に､
国際間の経済取引の増大や多様化の観点､ 諸外国の
租税政策等との国際的整合性､ 成長と雇用を創出す
るという視点等を踏まえることが重要｡ 特に､ 法人
税の改革は喫緊の課題

５. 共通番号制度の早期導入�制度の創設､ 維持にかかるコストの明確化�税務情報などプライバシー保護のための法整備�税務面のみならず社会保障分野にも活用するなど､
納税者の利便向上に配慮

Ⅱ 経済活性化と中小企業対策
１. 法人税率の引き下げ�平成23年度税制改正法案に盛り込まれた法人実効税
率５％引き下げは法案通りの成立を求める｡�法人税率のさらなる引き下げにより､ 早期に欧州､
アジア主要国並みの30％以下の実効税率とするよう
求める｡

２. 事業承継税制の拡充�納税猶予制度の要件緩和と充実�親族外承継に対する措置の創設

�｢事業用資産を一般資産と区分し､事業用資産の課税
を軽減あるいは免除する｣ 本格的な事業承継税制の
創設

３. 中小企業の活性化に資する税制措置�中小企業の技術革新など経済活性化に資する措置の
本則化�交際費課税の見直し�役員給与の損金算入拡充

４. 国と地方のあり方�わが国の中央集権的システムは経済社会の現状に適
合しなくなっており､ 行財政面の非効率化のみなら
ず､ 地域経済の活性化をも阻害するに至っている｡
そういう意味で地方分権は必然的流れであるが､ そ
の際にはまず国と地方の役割分担を明確化し､ 税財
政や行政のあり方を考えねばならない｡�国と地方は行政を担う ｢車の両輪｣ であり､ 一方だ
けに負担を偏らせることがあってはならない｡ 国の
財政が地方よりはるかに悪化している現状を考えれ
ば､ いかに地方が国依存から脱却し､ 自立・自助の
体質を構築するかが重要である｡

Ⅲ その他
１. 環境問題に対する税制上の対応
２. 納税環境の整備
３. 租税教育の充実

学校教育はもとより､ 社会全体で租税教育に取り
組み､ 納税意識の高揚を図っていくことが必要｡������������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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― 11月25日 朝倉市 ｢サンライズ杷木｣ ―

福岡国税局管内法人会連合会の第20回会員大会が､ 11月25日�
朝倉市の ｢サンライズ杷木・大ホール｣ で31単位会の役員など約
350人が参加して開催されました｡

大会では､ 地元甘木朝
倉法人会の田口会長の歓
迎挨拶があり､ 福岡国税
局管内法人会連合会 谷
会長の主催者挨拶に続い
て､ 来賓祝辞として福岡
国税局長 岡南啓司様､ 福岡県副知事 海老井悦子様､ 朝倉市長
森田俊介様､ 九州北部税理士会会長 松原弘明様のご挨拶があ
りました｡
第２部では ｢今後の政治の動向｣ と題して､ 早稲田大学大学

院教授 北川正恭氏による記念講演が行われました｡�諫早大村法人会からは�尾会長他５名が参加致しました｡

������ �������������������� � � � ������� � ��� ������
永年に亘る税務行政の功労に対し�諫早大村法人会関係では下記の
方々が受賞されました｡

税務署長納税表彰受彰者

税務署長感謝状受彰者� � � � ������ � � � �����
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９／６ 第２回公益認定推進委員会

９／16 女性部会役員会

９／22 総務委員会

９／26 役員会

10／６ 全国青年の集い (横浜大会)

10／14 決算法人説明会 (９､ 10月決算

法人)

10／20 第３回公益認定推進委員会

10／27 ｢平成24年度税制改正提言事項｣

要望活動

要望書提出先 (諫早市､ 大村市､

諫早市議会､ 大村市議会)

11／14 女性部会､ 青年部会 末継諫早

税務署長を囲む研修会

11／18 女性部会視察研修会 (田川市石

灰､ 歴史博物館)

11／25 福岡局連大会 (朝倉市､ サンラ

イズ杷木)

12／２ 広報委員会

12／６ 第４回公益認定推進委員会

10月20日 第３回公益認定推進委員会

12月２日 広報委員会

12月９日 決算法人説明会
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12／９ 決算法人説明会 (11､ 12､ １､

２月決算法人)

12／13 研修委員会

12／16 租税教室 (女性部・御館山小)

12／20 租税教室 (女性部・諫早小)

11月14日� 末継税務署長を囲む研修会

法人会女性部会 (村里会長) は末継

署長を囲んでの勉強会を開催しました｡

｢収納国税について｣ や ｢滞納国税と

は｣ 等のお話の後､ ビデオ ｢国税徴収

官の仕事｣ を上映｡ その後 ｢適正・公

平な課税と徴収の実現に向けて｣ のお

話等､ 熱心に聴講致しました｡

12月16日� 租税教室 (諫早市立御館山小６年生)

法人会女性部会は､ 原口税理士の講

義の後､ 全法連女性部会が推進してい

る ｢絵ハガキコンクール｣ を取り入れ､

税に対する理解と関心を深めていただ

く為に､ 応募用紙の配布を致しました｡

今年年内に諫早小､ 大草小､ 長里小

での実施を予定しています｡

12月13日 研修委員会
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私の家の近くに､ きれいに整備された花だんが

あり､ そこには季節ごとに咲く色とりどりの花が

たくさん植えられています｡ ある日の下校途中､

私はその中の１本の白い花にいつのまにか目を留

めていました｡ 他と比べて特に変わった特徴のあ

る花ではなかったのですが､ この花がこんなにも

綺麗に咲くまでにはどれだけの､ 手間や栄養が必

要だったんだろうと思いあたりました｡ 土を耕し､

種を植え､ 肥料をまき､ 雑草をむしって､ 必要な

ら消毒をするなど､ 意外にその手間や手数は人を

育てるのに似ているかもしれません｡

もし､ 私がこの白い花だとするならば､ 水や肥

料を与え､ 栄養が行き届くように手をかけ､ 土の

中に深く広く根を伸ばさせようとしてくれている

のは両親です｡ 私は両親のおかげで､ この花だん

の白い花のように目立たないながらも健康に育っ

ています｡

でも私という花が育つには根からの栄養だけで

なく､ 光合成の助けも必要です｡ それが私を含め

た国民一人あたりに使われている様々な分野での

税金の助けです｡ 学校に通ったり､ 病院に通院し

たりするのにも税金による補助があります｡ これ

らはすべて国民一人一人に大きく綺麗な花を咲か

せてもらうために平等に注がれる恵みの光で､ 普

段あまり意識することはありませんがこのことで

私たちが受けとっている恩恵はとても大きなもの

です｡

根から吸い上げる栄養と光合成から得られる栄

養によって花は大きく育ちます｡ 言うまでもなく､

ここでいう光合成は税金による公費などの負担の

ことです｡ 私という白い花は両親の愛情に加えて､

名前も知らない大勢の方々が誠実に果たされる納

税の義務によって咲いています｡ そして､ 納税者

である私の両親も他の数多くの花にとっては光合

成を促す光の微粒子で､ 私はそのことがとても誇

らしく思えます｡

今の私は､ 両親からの愛情と納税者の方々から

の恩恵によって小さな花を咲かせているだけの存

在にすぎませんが､ いずれ私も納税者となります｡

私が納める税金が日本中に咲いている花が､ とり

どりに色づくための助けになれば嬉しいことです｡

また､ いずれ私も両親がそうしてくれているよう

に､ 自分の子供たちができるだけ大きく色あざや

かな花を咲かせられるように手助けをしたいと思

います｡

花は根からの栄養だけでも､ 光合成だけでも健

康に育つことはできません｡ 人間にとっても同じ

ことが言えるようです｡ 身近な家族からの愛情と､

法律に則り納税の義務を果たし続ける誠実さが必

要とされます｡ 私も両方をかねそなえた大人になっ

て家族と社会を支えられる人間に成長したいと思

います｡

� � ������������� ����������������������� � � � ��
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今年は東日本大震災が起こり､ 被災地の復興財

源の為に様々な臨時増税案が上げられています｡

しかし､ 復興の為とは言えあまりにも極端な増税

は日本国民の反感を買うのではという心配があり

ます｡

政府の基本方針は所得税や法人税等の ｢基幹税｣

を中心に10兆円規模の臨時増税と社会保障財源の

為の消費税率を10％上げる事を考えている様です｡

所得税や法人税は個人や会社の所得金額によって

納税の金額が変わります｡

今回の大震災で仮設住宅等に住み､ 仕事にも復

帰出来ないという苦しい生活を送っている人も少

なくありません｡ この様な状況で､ 納税するよう

言われても被災者の方達は､ 今イギリスでおきて

いる暴動のような事を起こしかねません｡ 大げさ

な話かもしれませんが､ 東日本大震災､ それによ

る原発事故､ それらの対応の悪さで内閣支持率が

低下し首相退陣を巡る毎日のニュースを見ている

と､ このままでは日本がダメになってしまいそう

な気が中学生ながら私にも感じるものがあります｡

でも､ この困難を乗り越えたらきっと､ いや必ず

日本は経済的に良い時代が来ると思います｡ そん

な時代を作る為､ 私達は上手に税金を使い､ 環境

を良くし､ 外国からの観光客を増やしていく事も

大切だと思います｡

一時期､ ｢公務員の給与を減らす｣ という話が

ニュースで出ていましたが､ 私は政治家の人達の

給与を考えるべきだと思います｡ 何故かと言うと

政治家の人達の中にお金が余っているのか､ 不必

要な事に使用したり､ 政治資金や献金問題等､ 不

透明なお金の事を記事にされたりとあまり良い話

を聞きません｡ そんなお金があるなら､ 日本の為

に還元できる方法でも考えてくれたらいいのにと

思います｡

私が昨年書いた ｢私達と税金の在り方｣ では､

たばこ税や酒税を増やし､ 環境面や介護や医療､

福祉等の充実を提案しました｡ この ｢たばこ税｣

も今は増税されました｡ これにより喫煙者が減っ

たので税の収入はそれほど伸びなくなったかもし

れませんが身体に悪影響を及ぼすたばこを吸う人

が減少すれば､ 健康な人が増え歳出 (医療費) が

減るのではないかと思います｡ このように歳入を

増やして財源を確保することも大事ですが､ 歳出

を見直す事も大事なのではないでしょうか｡

私は増税ばかりで復興しようとしない方がいい

と思います｡

日本は海外の企業に負けない高い技術力がある

と思います｡ その技術を海外に広め外貨を獲得す

れば日本がもっと豊かになるのではないでしょう

か｡

これからの日本は､ まず日本の方針を決める政

府が早く安定し､ 信頼回復に努力すべきだと思い

ます｡ そうすれば､ 私達国民は税の引き上げにも

理解を示し色々な考えを持つ人達とも､ 日本再建

の為､ 力を合わせ復興に向け取り組んでいける事

と思います｡

������������������������������� ������������������������ � � � � ��
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株式会社杵の川は酒類製造業として､ 長崎県の

中央に位置する天保10年創業の東彼杵町の ｢丁子
屋醸造｣ と明治40年に創業した諫早市の ｢黎明酒
造｣ との合併により生まれ､ 昭和55年に前身であ
る太陽酒造株式会社としてスタートいたしました｡
当初は東彼杵に本社機能を置き､ 諫早に製造機

能を置いておりましたが､ 平成14年の本社諫早移
転を機に､ ｢杵の川｣ を代表ブランドとした蔵に
生まれ変わりました｡
｢杵の川｣ というブランドは創業地である ｢彼

杵｣ の一字をいただき､ 物事の根本を大切にする
蔵元でありたいという願いが込められています｡
現在は諫早市土師野尾町の山間で酒造りを行い､
地域の食文化に貢献する為日々精進しております｡� ������
株式会社杵の川は､ 日本酒､ 本格焼酎､ リキュー
ル (梅酒等)､ 食品 (甘酒・酒粕等) を製造販売
しております｡
現在の所在地である諫早市土師野尾町は､ 南北

にのびる浅い谷間に位置し､ 冬には寒冷な北風が
通り､ 酒蔵内には清冽で豊富な水源の井戸があり､
酒造りに最適な土地です｡
酒蔵は郷土史家故宮崎康平氏の設計による､ ユ

ニークな外観とレイアウトです｡
社員構成は､ 常勤役員が３名､ 社員が16名､ 季

節雇用・パートが６名です｡ 季節雇用のなかには､
酒造業を専門としている職人 ｢杜氏 (とうじ)｣
が入ります｡
販売エリアと売上シェアは､ 諫早市を中心とし

た長崎県内の売上シェアが90％､ 福岡県周辺で７
％､ 関東・関西で３％というところです｡
カテゴリー別売上では､ 日本酒が86％､ 本格焼

酎が７％､ リキュールが５％､ 食品が２％と､ 日
本酒がメインの酒蔵です｡
｢酒は造るものではなく､ 育てるもの｣ という

考えの下､ 長崎県内を中心とした厳選した原料を
用い､ 黎明酒造二代目瀬頭大治が遺した低温発酵
タンクで､ 丁寧に醸しています｡ 長崎の卓袱料理
や濃く甘口の料理と特に相性が良く､ 酒質はスッ
キリした甘口の風味が特徴の諫早市唯一の酒蔵で
す｡� �������
これまで以上に食の安全性､ 安心が問われるな

か､ 酒造りについては原料米によりこだわり､ 将
来的には県央地区､ 特に諫早市で収穫された酒造
米を100％用い､ 地元の農家の方たちと一緒によ
り地域に根付いた酒造りを行いたいと考えていま
す｡
また食のグローバル化に伴い､ 日本食の海外進

出が進むなか､ 日本酒の需要が年々増えているア
ジア､ ヨーロッパを中心とした海外への出荷にも
チャレンジしたいと思っています｡
そして永続的な目標として､ 地域の食文化の一

翼を担う蔵元となり､ 安定した雇用のある事業所
となりたいと考えています｡
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昭和36年に前身の長崎航空㈱が設立｡ 調査飛行

などの航空機使用事業と離島の壱岐や上五島等へ
９名乗りの小型飛行機による航空運送事業を行っ
ていました｡ 平成13年３月にオリエンタルエアブ
リッジ㈱ (通称 ｢ＯＲＣ｣) に商号を変更し､ 飛
行機を現在のＤＨＣ 8 200型機 (39名乗り) ２機
を購入し､ 長崎空港－壱岐､ 五島福江､ 対馬､ 鹿
児島､ 福岡空港－五島福江 (平成24年１月現在)
へ１日合計24便～26便を就航しています｡ 機材の
大型化により天候にも左右されなくなり就航率は
96.0％ (平成22年度) と安定しています｡ 平成19
年にはＯＲＣとして100万人のお客様のご利用を
達成しました｡ そして平成24年度中には200万人
を達成する見込みです｡ また､ 普賢岳噴火の際に
も活躍をしました長崎県防災ヘリコプターの運航
を平成５年より受託しています｡
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企業理念として ｢安全で快適な航空輸送サービ

スを通じ､ 地域と社会の発展に貢献する｣ を掲げ
ています｡ 長崎県を代表する地域航空会社として､
離島をはじめとした地域の発展に貢献するために､
経営を発展させ安全で早い移動手段の維持確保や
地元観光振興への協力などに努力して参ります｡
そして､ 航空輸送に何より大切なのは安全が第

一だということです｡ 安全理念として以下の３点
を掲げ社員一同安全運航に対し強い約束をしてい
ます｡

１) 『安全は私たちの使命であり､ お客様と
の約束です』

２) 『私たち一人ひとりは､ 安全に対して最
善を尽くします』

３) 『私たちは､ お互いの理解を深め最高の
チームとして安全を確保します』� �������������

まずはもっと多くのお客様に長崎の離島へ足を
運んで頂きたいと思っております｡ そのためには
我々がもっと身近な航空会社になる必要がありま
す｡ ながさき音楽祭での空港ロビーコンサートの
実現､ 子どもたちの健全な育成のためにＯＲＣ杯
タグラグビー大会を12月に大村市で開催をしてい
ます｡ 今後も地域の行事などに積極的に協力して
いきたいと考えています｡
次に､ 社名にオリエンタルとあるように､ アジ

アへ国際線チャーター便や定期便の就航を実現し
たいと願っています｡ エアブリッジは空の架け橋
という意味です｡ 長崎から海外へとすぐ行ける身
近な橋を架けるのが私の夢です｡ その実現のため
にもっと安全で快適な就航の実績を積み上げたい
と考えております｡ 10周年目の節目の年を迎える
にあたり､ 役職
員一同､ より一
層の安全運航と
顧客サービス向
上に尽力して参
りますのでご支
援ご愛顧を賜り
ますようお願い
申し上げます｡
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